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Ｑ　

用
途
地
域
に
指
定
さ
れ
国
の
補
助
を

活
用
し
た
基
盤
整
備
が
で
き
ず
、
耕
作
放

棄
地
と
な
っ
て
い
る
農
地
が
あ
る
。
農
地

不
足
の
た
め
市
外
へ
農
地
を
求
め
る
生
産

者
が
い
る
が
、
用
途
地
域
の
見
直
し
を
す

べ
き
。

Ａ　

用
途
地
域
の
指
定
か
ら
約
50
年
を
経

過
し
て
い
る
。
地
権
者
の
意
向
を
把
握
し
、

将
来
の
土
地
利
用
を
見
据
え
、
関
係
機
関

と
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　

地
権
者
の
意
向
を
確
認
す
る
説
明
会

等
を
開
催
し
て
ほ
し
い
が
。

Ａ　

地
域
性
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
。

ま
ず
は
、
地
域
の
方
々
の
合
意
形
成
を
一

定
割
合
進
め
て
ほ
し
い
。
地
権
者
の
声
は

反
映
さ
せ
る
形
で
受
け
と
め
た
い
。

Ｑ　

農
地
の
基
盤
整
備
率
は
。

Ａ　

平
成
27
年
度
末
で
水
田
が
39
・
１
％
、

畑
が
15
・
８
％
。
畑
に
つ
い
て
は
旧
島
原

市
地
区
31
・
７
％
、
旧
有
明
町
地
区
４
・

２
％
。

Ｑ　

基
盤
整
備
率
を
上
げ
る
取
り
組
み
を

し
て
ほ
し
い
。

Ａ　

地
域
の
方
の
理
解
を
深
め
る
た
め
県

と
連
携
し
事
業
説
明
会
を
実
施
し
て
い

る
。
地
域
の
合
意
形
成
が
で
き
次
第
、
採

択
の
申
請
や
法
に
基
づ
く
手
続
き
な
ど
事

業
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
。

Ｑ　

畜
産
に
つ
い
て
、
国
は
畜
産
ク
ラ
ス

タ
ー
事
業
で
活
性
化
を
図
っ
て
い
る
。
積

極
的
な
活
用
を
図
っ
て
ほ
し
い
が
。

Ａ　

畜
産
経
営
体
に
収
益
性
の
向
上
等
に

必
要
な
施
設
整
備
等
に
対
す
る
支
援
で
、

本
年
度
の
実
績
は
事
業
費
ベ
ー
ス
で
約

８
億
５
６
０
０
万
円
。

Ｑ　

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
に
つ
い

て
、
関
係
機
関
と
調
整
し
て
事
業
を
実
行

し
て
ほ
し
い
が
。

Ａ　

県
や
生
産
者
と
協
議
を
行
い
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
高
規
格
道
路
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

◇
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
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種村 繁德 議員

問

都
市
計
画
区
域
内
の
用
途

地
域
の
見
直
し
に
つ
い
て

問

一
次
産
業
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

平成２９年度３月議会定例会付議事件

事 　 　 件 　 　 名 　 　 　 　 議決結果

　　　　　　　　　　　常任委員会の閉会中の継続調査報告について 調査終了

議会運営委員会の閉会中の継続調査報告について 調査終了

第２号議案 ふるさとしまばら応援基金条例 原案可決

第３号議案
島原市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び島原市職員の育

児休業等に関する条例の一部を改正する条例
原案可決

第４号議案 島原市税条例等の一部を改正する条例 原案可決

第５号議案 島原市勤労者会館条例の一部を改正する条例 原案可決

第６号議案 島原市農村環境改善センター条例の一部を改正する条例 原案可決

第７号議案 島原市有明農林漁業体験実習施設条例の一部を改正する条例 原案可決

第８号議案
島原市有明農業者トレーニングセンター条例の一部を改正する条

例
原案可決

第９号議案 島原市鯉の泳ぐまち観光交流施設条例の一部を改正する条例 原案可決

平 成 ２ ９ 年 ３ 月 定 例 会

　 　 　 会 議 結 果 は 下 記 の と お り で す 。


